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12月の磯は体力と寒さの勝負

これぞ最高のアウトドア

「クロ（メジナ）の部」優勝？

４人と定期的な意見交換を約束
　

こたえ１．１ねん　２．ウグイス　３．もち

西
バ
ス
、中
バ
ス
、広
島
病
院
支
部
、宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
で
闘
い
始
ま
る
！

　

福
岡
地
本
で
は
、
12
月
に
、

地
本
主
催
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
、
釣
り
人
な
ら
知
っ

て
い
る
聖
地
〝
五
島
列
島
〞

（
長
崎
県
）
に
て
、
磯
釣
り
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
「
第
14
回
磯
釣
り
大
会
」

と
銘
打
っ
て
、
12
月
２
〜
３
日

の
２
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
方
々

も
含
め
、
毎
年
30
名
ほ
ど
の
組

合
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

磯
釣
り
大
会
で
は
、「
ク
ロ

（
メ
ジ
ナ
）の
部
」と「
他
魚
の

部
」を
設
け
て
お
り
、
思
い
思

い
の
釣
り
方
で
、
参
加
者
が

釣
っ
た
自
信
の
あ
る
魚
を
選

び
、
魚
の
大
き
さ
（
長
寸
）
や

重
量
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、「
あ
じ
か
磯

釣
り
セ
ン
タ
ー（
長
崎
県
・
平

戸
）」を
会
場
・
現
地
対
策
本
部

と
し
、
早
朝
５
時
に
開
会
式
を

お
こ
な
っ
た
あ
と
、
日
本
有
数

の
磯
渡
船
で
磯
（
岩
礁
）
へ
渡

り
、
翌
日
の
11
時
ま
で
、
電

気
・
ガ
ス
・
水
道

の
な
い
最
高
の
ア

ウ
ト
ド
ア
環
境

で
、一
夜
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

周
り
に
電
気
が

な
い
た
め
、
星
空

は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
に
引
け
を
と
ら
な
い
ほ
ど
、

満
天
に
輝
い
て
お
り
、
流
れ
星

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
12
月
の
磯

は
魚
を
釣
る
集
中
力
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
体
力
と
寒
さ
と
の

勝
負
で
も
あ
り
、
精
神
力
が
磨

か
れ
ま
す
。

　

釣
り
を
終
え
、
磯
釣
り
セ
ン

タ
ー
に
も
ど
っ
て
き
た
後
は
、

出
発
時
よ
り
も
重
く
な
っ
た
？

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
船
か
ら

降
ろ
し
、
検
量
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
冷
え
た
体
を
お

風
呂
で
温
め
、
表
彰
式
及
び
閉

会
式
と
な
り
、
参
加
者
全
員
に

釣
り
に
関
連
し
た
品
を
贈
答
し

ま
し
た
。

　

今
回
も
参
加
者
全
員
ケ
ガ
す

る
こ
と
も
な
く
、
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
地

本
か
ら
の
参
加
も
募
集
し
て
い

ま
す
。　
　

 

〈
福
岡
地
本
発
〉 　

３
月
５
日
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中

央
本
部
は
、
２
０
１
７
年
４
月

か
ら
採
用
し
て
い
る
外
国
籍
総

合
職
採
用
の
組
合
員
と
、
所
属

地
本
・
分
会
役
員
を
交
え
た
意

見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

現
在
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
活
躍
す

る
外
国
籍
総
合
職
採
用
の
組
合

員
は
、グ
エ
ン
・
ル
オ
ン
さ
ん

（
営
業
本
部・瑞
風
推
進
部
：
ベ

ト
ナ
ム
）、テ
ー
・ニュ
ー
エ
ー
さ
ん

（
京
都
駅
：
ミ
ャ
ンマ
ー
）グ
エ
ン
・

ハ
イ
ダ
ン
さ
ん（
関
西
空
港
駅
：

ベ
ト
ナ
ム
）、チ
ウ
・
ア
イ
イ
ン
さ

ん（
新
神
戸
駅
：
マ
レ
ー
シ
ア
）の

４
名
。

　

ま
ず
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
紹

介
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
活

動
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
本

部
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
現

在
の
仕
事
の
状
況
や
日
本
で
働

く
上
で
困
っ
た
こ
と
な
ど
、
活

発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
と
し

て
、こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
応
援

し
て
い
く
こ
と
、
頂
い
た
意
見

は
交
渉
に
反
映
し
、
課
題
の
解

決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
、
今
後

も
定
期
的
に
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
く
こ
と
を
約
束
し
て
、
終

了
し
た
。

　西バス地本は2月22日に地方委員会を開催
し、50名が集まった。西原委員長は、安全、組織、
春闘、政治などの課題を熱く語った。
　７名の委員から「事故発生時の教育は、再発防
止に特化を」「要員不足解消のためにもベアにこ
だわった春闘を」などの発言があった。
　終了後はただちに、西バス会社に対して、要求
書を提出した。

　広島病院支部は、2月28日、2018年賃金引上げ・年間
臨給及び総合生活改善に関する要求書を提出した。
　2016年4月に新たな医療法人「ＪＲ広島病院」が発足し
て2年が経過し、経営状況は堅調に推移している。これは、
病院存続のため、懸命に努力している組合員の汗の結晶で
ある。今日までの取り組みに対し、「働きがいと誇りの持て
るＪＲ広島病院」の実現に向けて、利益を公正配分し、組合
員とその家族の期待に応える賃金及び手当等を求め、申し入れを行った。

　宮島フェリー支部は、2月9日、ＪＲ西日本宮島フェリー
会社に対し、2018年賃金改定及び総合生活改善等に関
する要求書を提出した。
　昨年は、過去最高の456万人の来島者を迎え、今年度
収入も順調に推移している。
　要員が逼迫するなかで努力してきた組合員と家族の期
待に応え、働きがいと誇りの持てる賃金の引き上げを求め
て、要求の主旨説明を行い、誠意ある回答を求めた。

　中バス地本は2月28日に地本委員会を開催
し、25名が集まった。久禮田委員長は、冒頭、安
全の確立、2018春闘、組織の充実・強化、政策
課題の対応などについて、挨拶した。
　６名の委員から労働安全を含めた安全確保、
要員不足の解決、働き方改善、55歳以降の基
本給調整率の撤廃を求める発言などがあった。
　終了後は、ただちに中バス会社に対して、要
求書を提出した。

　ＪＲ西労組中央闘争委員会は、本日2018春季生活闘争の最終交渉に臨み、基準昇給の実
施に加え、純ベア1,200円、年間臨給5.66箇月分、シニア・シニアリーダー社員の精励手当の
増額及びシニア雇用初年度の1回目からの支給、契約社員の精勤手当の増額、時間給10円引
き上げのほか、東京地区の帰省等交通費の改善等の回答を引き出し、さらに同一労働・同一
賃金に向けた検討を法改正を待たず開始することや労働力確保に向け我々が求めていた駅
の業務執行体制の見直しについても議論を開始することが口頭表明され、大きな成果を確認
して席上妥結した。
　ＪＲ西労組は連合・ＪＲ連合方針に基づき、月例賃金総額6,000円以上の引き上げ、純ベア
3,000円、年間臨給5.7箇月、シニア・シニアリーダー社員・契約社員の賃金改善、エリア手当、
退職手当、55歳以降基本給調整率廃止等を中心とする要求を提出し、ＪＲ西日本の堅調な経
営動向を背景に、組合員と家族の負託に応えるべく、成果の公正な配分を求めて精力的な交
渉を重ねてきた。
　今春季生活闘争は、世界経済の不透明感や先進国における賃金の伸び悩みなど懸念すべ
き点はあるとしながらも、日本経済の緩やかな景気拡大の中で、ＪＲ西日本の経営動向は、昨
年比増収増益で収入・利益ともに過去最高を更新し、組合員の期待が高まる闘いとなった。
　我々鉄道業は、業績が大幅に上下せず、安定的、永続的に鉄道を核にサービスを提供し、長
期雇用を通じて技術・技能の向上を培っていくことが重要であるとの認識を踏まえ、安定的な
配分を持続させることが組合員の生活の改善、労働意欲や求心力の向上につながると主張し
５年連続のベースアップにこだわり議論を行ってきた。また、今年度は、社会的な労働力不足の
中、どのように働き方改革やワーク・ライフ・バランスを進めていくかという大きな課題認識のも
と、具体的には国会での長時間労働の是正や正規・非正規の同一労働・同一賃金の議論を注
視したうえで、議論を先取りし交渉を展開してきた。しかし、会社は、最終年度となる中期経営
計画における主要財務指標等の目標値を上回る業績を計上できる見込みとしながらも、今後
の景気動向や人口減少、老朽取替をはじめとする各種経費の増加が見込まれる厳しい経営
環境の中で、次期中期経営計画を念頭に置いて検討を進める必要があると賃上げに対して慎
重な姿勢を貫き、接点の見出しにくい交渉となった。
　最終局面では大手企業の賃上げ回答が昨年を上回る中、重大インシデントへの対応なども
あり厳しい状況となったが、中央闘争委員会は、組合員とその家族の熱い思いを受けて、生涯
賃金の増加につながるベアを最優先に、徹底してこだわる粘り強い闘いを続け、最終的に純ベ
ア1,200円、中計達成見込みの成果配分を含めた年間臨給5.66箇月を中心とする成果を勝ち
取った。そして、2014年からの５年連続のベアにより、4,450円の純ベアを積み上げたことは非
常に大きな成果である。
　今春季生活闘争も檄布行動や各級機関の春闘集会等への積極的な参画により、中央闘争
委員会を精力的に支えていただいたすべての組合員と家族の皆様に心より感謝申し上げる。
今後、両バス地本、広島病院支部、宮島フェリー支部、ＪＲ西日本連合に結集する労組の交渉
が本格化する。この成果を活かして相乗効果が発揮されるよう最大限支援していく。
　最後に、今後も新幹線重大インシデントへの対応を含め安全を基礎に、会社の健全な発展
を通じて私たちの地位の向上へ邁進していく決意を明らかにし、2018春季生活闘争妥結にあ
たっての中央闘争委員会の見解とする。
　2018年3月14日

西日本旅客鉃道労働組合（ＪＲ西労組）
2018春季生活闘争中央闘争委員会

２０１8春季生活闘争妥結にあたっての中央闘争委員会見解

（2/22 西バス地本）要員不足解消のためにもベアを！

（2/28 中バス地本）基本給調整率の撤廃を！

（2/28 広島病院支部）懸命に努力する組合員へ公正配分を！

（2/9 宮島フェリー支部）過去最高の来島者に報いる成果を！

聖
地〝
五
島
列
島
〞で
の
磯
釣
り
大
会

外
国
籍
総
合
職
採
用
組
合
員
と

　
　
　
　
意
見
交
換
会
を
開
催
！
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